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    会議録・平成26年６月13日第２回定例会（最終日） 

 

１．招集の年月日                 平成26年６月２日 

１．招 集 の 場 所                 明 和 町 議 会 議 場                       

１．開    会  ６月13日 午前９時00分 議長宣告 

１．応 召 議 員 １３名 

１番  奥 山 幸 洋     ２番  江   京 子 

３番  松 本   忍     ５番  綿 民 和 子 

６番  上 田   清     ７番  田 邊 ひとみ 

８番  辻 井 成 人     ９番  乾   健 郎 

10香  伊 豆 千夜子     11番  阪 井 勇 男 

13番  土 屋 吉 昭     14番  間 宮 一 彦 

15番  北 岡   泰 

１．欠 席 議 員                

  12番  田 辺 泰 宏 

１．本会議に職務のため出席した者の職氏名 

  議会事務局長  浅尾  恵次 

  議会書記     朝倉  晶子  松本  章  西尾 仁志 

１．地方自治法第 121条による説明のため会議に出席した者の職氏名 

町 長    中井 幸充   副 町 長  寺前  和彦 

教 育 長  西岡 惠三   総 務 課 長   北岡 和成 

防災企画課長  中谷  英樹   税 務 課 長  世古口 和也 

人権生活環境課長  西口 竜嘉   福祉保険課長  下村由美子 

会計管理者（兼）会計課長   田中 一夫   長寿健康課長    小池  弘紀 

農水商工課長(兼)農業委員会事務局長  堀   真   まち整備課長  沼田 昌久 

上下水道課長  菅野  亮   斎宮跡・文化観光課長  西口  和良 

教育総務課長  西田  一成   こ ど も 課 長   世古口 哲哉 
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文化財保存活用監  中野   敦夫   人権啓発推進監   中瀬 行久 

土地利用調整監     松本 雅之    監 査 委 員    児島  吉男 

１．会議録署名議員 

７番    田 邊 ひとみ   ８番    辻 井 成 人  

１．議事日程 

日程第１ 会議録署名議員の指名について 

日程第２ 議案第41号 平成26年度明和町一般会計補正予算（第１号） 

      議案第42号 平成26年度明和町斎宮跡保存事業特別会計補正予算 

            （第１号） 

      議案第43号 平成26年度明和町公共下水道事業特別会計補正予算 

            （第１号） 

日程第３ 承認第２号 専決処分した事件の承認について 平成25年度明和

町一般会計補正予算（第７号） 

日程第４ 報告第８号 平成25年度水産物供給基盤機能保全事業繰越明許費

計算書 

日程第５ 委員会の閉会中の所管事務調査の件（議会運営委員会） 
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                         （午前  ９時  15分） 

  ◎開会の宣言 

 

○議長（北岡 泰）  おはようございます。 

 ただいまの出席議員数は13名であります。 

 定足数に達しておりますので、ただいまから、平成26年第３回明和町議会定

例会第４日目の会議を開会します。 

 なお、田辺泰宏議員、鈴木教育委員長から、所用のため本日の会議を欠席す

る旨の連絡を受けておりますので、ご報告をいたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 日程につきましては、お手元の日程表により進めたいので、よろしくお願い

をいたします。 

 

 

   ◎会議録署名議員の指名について 

 

○議長（北岡 泰）  日程第１ 「会議録署名議員の指名について」は、会議規

則第 119条の規定により、議長から指名をいたします。 

           ７番    田 邊 ひとみ  議員 

           ８番    辻 井 成 人 議員 

の両名を指名します。 

 

 

   ◎議案第41号から議案第43号の一括上程 
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○議長（北岡 泰） 日程第２ 一括上程した議案について 

 議案第41号 平成26年度明和町一般会計補正予算（第１号） 

 議案第42号 平成26年度明和町斎宮跡保存事業特別会計補正予算（第１号） 

 議案第43号 平成26年度明和町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

を議題とします。 

 この件につきましては、すでに詳細説明が終わっておりますので、本日は質

疑から行います。 

 

 

   ◎議案第41号の質疑 

 

○議長（北岡 泰） まず、議案第41号 平成26年度明和町一般会計補正予算

（第１号）の質疑を行います。 

 歳出から行います。 

 黄色の表紙「予算に関する説明書、平成26年度一般会計補正予算説明書」の

９ページから18ページ、第２款総務費から第10款教育費までの歳出全般の質疑

を行います。 

 質疑される方は、ございませんか。 

 ７番 田邊ひとみ議員。 

○７番（田邊ひとみ） 15、16ページ、10款教育費の社会教育費の中の13節の委

託料、ふるさと会館費の中の指定管理の委託料、これ消費税増税分３％のそう

いう追加補正やという説明を受けているんですけど、これはもうそれだけのも

のでしょうか。３％だけの追加ということなのかというの、ちょっともう一度

説明お願いしたいと思います。 

○議長（北岡 泰）  教育総務課長。 

○教育総務課長（西田 一成） 失礼します。 

 15、16ページの５目のふるさと会館費の委託料で62万5,000円の追加補正で
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すが、ご質問のとおり消費税の分の３％を上乗せした補正をお願いしておると

いうことでございます。 

○議長（北岡 泰）  答弁終わりました。再質問ありますか。 

 よろしいですか。 

他にございませんか。 

 ８番 辻井成人議員。 

○８番（辻井 成人） 14ページ、土木費、13、14ですね。この地籍調査費で説

明の中に積算の上昇部分ほかという、ご説明だったと思います。積算の上昇部

分というのは、ちょっとどの程度のものというか、項目がわかればですね、ち

ょっと教えていただきたいんですわ。 

○議長（北岡 泰）  土地利用調整監。 

○土地利用調整監（松本 雅之） 補正131 万7,000円の、まずちょっと内訳か

らすみません。このうちですね、その人件費ほか、人件費の部分なんですけど

も、これは補助対象額の部分でございます。その部分が58万3,000円と内訳と

してなっておるんですが、さらにその内訳として単価の変わった部分なんです

けども、人件費の部分で、例えば測量主任技師の部分が25年の積算基準が３万

1,600円から、例えば３万5,200円、この項目をもってみえますと、約11％増加

しております。 

 で、人件費としては全体として平均で８％上昇しております。以上です。 

○議長（北岡 泰）  答弁終わりました。再質問ございますか。 

 ８番 辻井成人議員。 

○８番（辻井 成人） またあとで、ちょっとこう資料がもらえるんであれば、

もらえますか。 

○議長（北岡 泰）  土地利用調整監。 

○土地利用調整監（松本 雅之） はい、それでは後に詳細な資料を提供いたし

ます。 

○議長（北岡 泰）  ９番 乾議員。 
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○９番（乾 健郎） 10ページの一番下、人権センター改修工事ほかで、当初の

予算が3,580万円だったと思うんですけど、これが約半分近く減った理由を、

もう一度教えてください。 

 それと、13ページ、農業費の郊外農業費の補正額450万円の中で、補正額の

財源の内枠で地方債と一般財源のこのやりとりはどういう意味なんですか、教

えてください。 

 それと、今の辻井議員の地質調査費の中の調査測量委託料が8,052 万円の予

算を立ててみえて、もう今の段階でなぜ131 万7,000円もの追加が要るのかが

わかりませんので、教えてください。以上、お願いします。 

○議長（北岡 泰）  まず、人権啓発推進監。 

○人権啓発推進監（中瀬 行久） 人権センター費の工事請負費、何でこんだけ

減ってきたという理由でございますけども、国のほうに昨年度から要望出して

おりまして、工事の内容としては雨漏りの改修、外壁の改修、防水工事、それ

から中の設備、空調設備とか調理器とか、取り替え工事を要望出しておりまし

た。その段階におきましては、特に国のほうから指摘はございませんでしたけ

ど、先般、国の予算の中で非常に各市町からの要望が多くて、今年は査定をし

たという話を聞きました。その査定の内容としては、やはり防災部門をまずは

採択をしてきた。一つは全国的には耐震改修、それから避難所としているとこ

ろはそれに対する改修、そういった部分で明和町としては雨漏りの工事、防水

工事と外壁の補修は認めますけども、設備は後にするというか、今年はみさせ

てもらいませんよということで、空調設備とか調理器の取り替えというのは今

年は認めていただけなかったということで、減額をさせていただきました。以

上です。 

○議長（北岡 泰）  総務課長。 

○総務課長（北岡 和成） 70万円でございますけれども、こちらのほうは財源

振替でございます。事業名称についてはまた後ほど報告させていただきます。 

○議長（北岡 泰）  土地利用調整監。 
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○土地利用調整監（松本 雅之） 地籍調査費でご質問をいただきました委託料、

当初805 万2,000円をお認めいただいております。で、今回131 万7,000円の補

正をお願いするものでございますが、その今回の補正の理由なんですけども、

先ほどご質問いただきました内容とちょっと重複いたしますが、まず、そのう

ち58万3,000円は補助対象分の中で、その積算根拠、積算基準が上昇したもの

に伴うものです。 

 それから、残りの単費でお願いするものが、73万4,000円ございます。この

内容と言いますのは、昨年度一筆立ち会いを有爾中の小学校のこう裏手の山の

あたりでしておるんですけども、一筆一筆の境界確定までは実はいたっており

ません。大枠で五筆、十筆単位での境界確定をして、そのあと今年度単費で一

筆一筆の境界の追加のですね、杭の打節を行いまして、補完調整を行っていく

わけなんですが、３月の時点でその業務量が確定しましたところ、当初思って

いたよりもその追加で行う打節の分がたくさん増えました。それに伴うもので

ございます。よろしくお願いします。 

○議長（北岡 泰）  総務課長。 

○総務課長（北岡 和成） 資料手元にございましたので、乾議員のご質問でご

ざいますけど、先ほど財源の振り替えでございますけども、農地費の農道舗装

の工事でですね、充当率が上がりましたので、75％から90％に上がったために、

地方債の金額が減らさせていただいたということでございます。 

○議長（北岡 泰）  答弁終わりました。再質問ございますか。 

 乾議員。 

○９番（乾 健郎） あの人権センターの改修工事は、ご説明いただきましてよ

くわかりました。ありがとうございました。 

 それから、今の総務課長のご答弁なんですけど、この農地費は委託料団体営

かんがい排水事業委託料の450万円の部分での補正じゃないんかと思うんです

けど、この450万円は国県支出金の中に全額450万円書いてもうてあるのに、な

ぜ70万円が振り替えをしなければいけないのか。この項目がないと思うんです
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けど、この辺がわからないもんで、その辺を項目が書き忘れてあるんかどうか

教えてください。 

 それから、地質調査費なんですけど、これ805 万円の分は別枠やもんで、

131 万円が新たに必要になってきたんか。それとも805 万円をもう３カ月で使

い果たしてあるので、こういう形になったんかがわかりませんので、教えてく

ださい。 

○議長（北岡 泰）  総務課長。 

○総務課長（北岡 和成） こちらのほうですね、収入のほうで記載がございま

すけども、７ページ、８ページあたりに書いてございますけども、収入のほう

で増えてきたということで、こちらの歳出のほうのですね、農地費の中で、目

の中ではこういう一般財源、町単を減らして借り入れを増やすという表現で、

ここへ記載する方法をとっておりますので、ご理解いただきたいと思います。 

○議長（北岡 泰）  副町長。 

○副町長（寺前 和彦） ちょっと補足で説明をさせていただきたいと思います。

財源の内訳イコールですね、今回補正をさせていただいておる予算とはちょっ

と違います。で、今回の補正4,500万円は全額国庫補助で、全額国庫補助です

よね。ですから、国県補助のところに4,500万円書いてあります。 

 で、70万円ほかの、さっき言いました総務課長言いました農道舗装で、予算

上は額が変わりませんので上がりません。補正額の欄にはですね。ただし、財

源の中で起債が70万円多く借りるようになりましたと、多く借りるようになり

ましたもんですから、財源の中で地方債で70万円上げさせていただいて、上が

った分は額がかわりませんので、一般財源を70万円下げさせていただいたと、

よく財源振分ということで、財源振分だけ載っておる予算も今回も一件ありま

すけども、それと同じ内容でございまして、事業は、この財源内訳の70万円の

事業は農道舗装の事業で、借り入れた分だけ起債の分を財源で上げさせていた

だいて、上がった分は額が変わりませんから、一般財源のほうを減額したと、

こういう財源振替という項目でやらさせていただいております。 
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○議長（北岡 泰）  土地利用調整監。 

○土地利用調整監（松本 雅之） 地籍調査費の増額なんですけども、新たに４

月以降にこういうものが必要になったというわけで、今回 130万円をお願いす

るものではございません。あくまでも色々な行程の委託費を積算したうえでの

800万円でございますが、それぞれの内訳の中のちょっと必要額が当初より少

し、もう少し要るようになったということで、130万円今回お願いするもので

す。 

 で、ちなみに、最後にその予算内、既定予算を使い果たしたかというところ

でございますが、800万円のうち、すでにですね、町単の事業の部分で約110万

円の委託契約、それから補助対象の中で約500万円の契約はさせていただいて

おりますが、もちろんそれは予算の範囲内、当初予算の範囲内での執行でござ

います。 

 以上です。 

○議長（北岡 泰）  答弁終わりました。再質問ございますか。 

 乾議員。 

○９番（乾 健郎） この農地費の件なんですけど、これ説明のときにですね、

宮川用水の計画で、このような4,500万円を使わせてくださいという、補正を

させてくださいというご説明だったと思うんですよね。この中に、この70万円

なんて全然ご説明いただいてないと思うんです。それでしたらこの説明なり、

項目を書いていただくべきじゃないかと思うんですけども、その辺はどうなん

でしょうか。 

○議長（北岡 泰）  副町長。 

○副町長（寺前 和彦） 今までですね、財源振分けについては慣例と申すとお

かしいんですけども、財源振り分けですということだけで説明をさせていただ

きましたので、これからそういう財源振り分けも何の事業で、こういうふうに

振り分けたという説明が必要やということでしたら、そういう説明をさせてい

ただきたいと思います。一回ちょっと議会のほうでご協議いただいて、そうい
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うことでやるということであれば説明のほうさせていただきます。今回は慣例

でやらさせていただきましたので、大変申し訳ございませんでした。 

○議長（北岡 泰）  他に質疑される方はございませんか。 

 ２番 江京子議員。 

○２番（江 京子） 民生費の１番の児童福祉総務費のほうの、12ページです。

子育て世帯臨時特例給付金給付事業のほうなんですけど、この該当家庭にはどう

いうふうに周知するのか、教えてほしいんですが。 

○議長（北岡 泰）  答弁、保健福祉課長。 

○福祉保健課長（下村由美子） 子育て世帯臨時特例給付金の該当者の方は児童

手当の受給者ですので、この７月の終りぐらいから、その方に対して周知文書、

申請書を入れた周知文書を送らさせていただきます。 

 それから、公務員の方については、市町村がこの子育て世帯に臨時特例給付

金支払うことになりますので、各公務員の職場のほうでもうすでに申請書とか、

それにかかわる申請の必要なものについては、もう渡すということになってお

りますので、８月１日から受け付けをするということは広報なり、それからホ

ームページ等で周知をさせていただく予定です。 

 来週からテレビＣＭとか新聞のほうでも、国のほうでもそういうふうな周知

を行うというふうにきておりますんで、それで申請のほうは進んでいくかと思

っております。 

○議長（北岡 泰）  答弁終わりました。再質問ございますか。 

 江議員。 

○２番（江 京子） なかなか子育てしていく中でも大変な部分ですので、せっ

かくこういうふうな給付金をしていただくので、漏れのないようにだけお願い

いたします。よろしくお願いします。 

○議長（北岡 泰）  他に質疑される方は、ございませんか。 

 14番 間宮議員。 

○14番（間宮 一彦） すみません。ちょっと聞き漏らしたところがありますの
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で、もう一度説明お願いします。 

 13ページのですね、７款の商工費で、・・・・・、もう一度、すみません。

海苔とパフというのは耳にしたんですけど、ちょっと説明お願いします。よろ

しく。わかっていたら教えてください。ある団体がやるのか、個人がやられる

のか、わかっていたら教えてください。 

○議長（北岡 泰）  農水商工課長。 

○農水商工課長（堀 真） 失礼いたします。 

 ６次産業化支援事業、今年の４月１日から施行させていただいている分でご

ざいます。誰がするかという話なんですが、一つにつきましては伊勢湾漁協さ

んが主体となりまして、黒ばら海苔を栽培、加工、販売をされるということを

聞かさせていただいております。 

 それから、もう一点につきましては事前相談がございまして、農業法人が実

施をされるということで聞かさせていただいておりまして、玄米パフというの

をつくって、それを販売していこうということで、現在計画を立てられている

ということで聞かさせていただいた次第でございます。 

○議長（北岡 泰）  よろしいでしょうか。 

 間宮議員。 

○14番（間宮 一彦） 伊勢湾漁協さんが、黒ばら海苔って、これどんなもんな

んです。 

 それと、その農業法人の方っていうけどこれ明和町の方ですか、お願いしま

す。 

○議長（北岡 泰）  農水商工課長。 

○農水商工課長（堀 真） まず、黒ばら海苔ですが、普通の海苔は板状の海苔

になっております。これをですね、アオサのごとくですね、バラバラにしてで

すね、黒海苔を加工されて、それをラーメンとかですね、そういうのに入れら

れて食べられるというふうな、そういうものをつくっていこうということで、

現在、考えられているということを聞かさせてもうてます。 



 176

 それから、農業法人につきましては、明和町の農業法人です。明和町の方で

す。はい。 

○議長（北岡 泰）  答弁終わりました。よろしいですか。 

 他に質疑される方は、ございませんか。 

           （「な  し」と呼ぶ声あり） 

○議長（北岡 泰）  質疑される方がないようですので、歳出の質疑を終わりま

す。 

 続きまして、５ページから８ページの歳入全般並びに議案書の36ページ、第

２表 地方債補正を合わせてお願いします。 

 質疑される方はございませんか。 

           （「な    し」と呼ぶ声あり） 

○議長（北岡 泰） 質疑される方がないようですので、これで議案第41号の質

疑を終わります。 

 

 

   ◎議案第42号の質疑 

 

○議長（北岡 泰） 続きまして、議案第42号 平成26年度明和町斎宮跡保存事

業特別会計補正予算（第１号）の質疑を行います。 

 質疑は、歳入歳出全般並びに議案書の40ページ、第２表 債務負担行為を合

わせてお願いします。 

 質疑される方は、ございませんか。 

 ７番 田邊ひとみ議員。 

○７番（田邊ひとみ） 失礼します。 

 ８ページの13節委託料なんですけけども、先ほどと同じようなんですけども、

指定管理料、いつきの宮体験館３％消費税アップ分と聞かせてもらったんです

けど、説明のときに10％になったときのそれも見込んでというような感じの説
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明を受けたと思うんですけれども、もう一度その部分詳しく説明してください。 

 で、これは一般会計からの繰出金というのか、こちらのほうにあるんですけ

れども、もうれを利用してということになるのか、その点もちょっと二点お答

えください。 

○議長（北岡 泰） 斎宮跡文化観光課長。 

○斎宮跡文化観光課長（西口 和良） 失礼します。 

 ８ページの委託料、体験学習棟施設の管理費の増額分は、消費税増額分３％

の増額分でございます。 

 それから、10％というふうな説明もさせていただいたのは、議案書のですね、

債務負担行為の中でございます。ページが40ページをご覧ください。第２表 

債務負担行為の中で、この期間27年度から28年度、来年再来年度の分の限度額

ということでございます。報道等でお聞きと思うんですけど、来年あたりに消

費税が10％となるようなことも想定をいたしまして、限度額につきましては

10％になる。今の５％分を増額した分をここで算出して、数字として上げさせ

ていただきました。 

 それから、繰越金でございますが、指定管理料につきましては、県のほうも、

県の負担補助が３％分の増額の補助をいただいております。それプラス県の対

象外の部分につきましては、町としても持ち出しということでございますので、

よろしくお願いいたします。 

○議長（北岡 泰） 答弁終わりました。再質問ございますか。 

 田邊ひとみ議員。 

○７番（田邊ひとみ） この債務負担行為のほうでってということなんです。

10％見越し、その10％見越しているというの、まだ国のほうでは確定していな

い部分でこの債務負担行為３年間、２年、27年から28年まで、その10％を見越

しての根拠ってあるんですか、確定しているわけではないという部分で、これ

をされるということに関して、ちょっとその根拠を教えてください。 

○議長（北岡 泰） 斎宮跡文化観光課長。 
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○斎宮跡文化観光課長（西口 和良） あくまでも見越してということでござい

ますので、報道等でですね、そういうことで今、検討されておるということで

ございます。あくまでもこれは限度額でございますので、今回３％分の限度額

について、またなっときにですね、再度また負担行為のほうまた計上させてい

ただくことがございますので、それも含めてということで、あくまでも限度額

でございますので、その辺でご了解いただきたいと思います。 

○議長（北岡 泰） 再質問ございますか。 

 田邊ひとみ議員。 

○７番（田邊ひとみ） ということは、再度こういう負担行為の限度額変更とい

うことは不可能なんですか、その時点で。仮に増税されたという時点での変更

というものは不可能なんでしょうか。 

○議長（北岡 泰） 斎宮跡文化観光課長。 

○斎宮跡文化観光課長（西口 和良） その変更につきましても可能です。可能

ではございますが、将来的に27年、28年度ということでございますので、その

辺を一度で対応するということで、こういう処置をさせていただきましたので、

よろしくお願いいたします。 

○議長（北岡 泰） 他に質疑される方は、ございませんか。 

           （「な  し」と呼ぶ声あり） 

○議長（北岡 泰） 他に質疑される方がないようですので、これで議案第42号

の質疑を終わります。 

 

 

   ◎議案第43号の質疑 

 

○議長（北岡 泰） 続きまして、議案第43号 平成26年度明和町公共下水道事

業特別会計補正予算（第１号）の質疑を行います。 

 質疑は、歳入歳出全般並びに議案書の44ページ、第２表 継続費、45ページ、
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第３表 地方債補正を合わせてお願いします。 

 質疑される方は ございませんか。 

○議長（北岡 泰）  ９番 乾議員。 

○９番（乾 健郎） ７、８ページの公共下水道事業費、施設建設事業費の補正

額が1,750万円、これ当初の予算が3,770万円、この３カ月で半分の補正をしな

ければならない理由をもう一度教えてください。 

○議長（北岡 泰）  答弁、上下水道課長。 

○上下水道課長（菅野 亮） 失礼いたします。 

 この今回の補正につきましては、この汚水処理施設工事の財源であります社

会資本整備交付金、この補助金が概算で当初上げておったんですが、内示額が

確定がありましたので、その内示額が増えた関係で、この平成、これ平成26年、

27年の継続費でお願いしておるんですが、26年度分の事業費のほうを上げさせ

ていただいたということでございます。 

○議長（北岡 泰）  答弁終わりました。再質問ございますか。 

 乾議員。 

○９番（乾 健郎） ということは、前倒しというような感覚でとらえたらいい

わけですか。 

○議長（北岡 泰）  上下水道課長。 

○上下水道課長（菅野 亮） 事業期間が２カ年に及ぶということで、その26年

度の分の補助の内示ですので、その26年度分で前倒しと言いますか、この年度

でさせていただくということでございます。 

○議長（北岡 泰）  乾議員、よろしい。わかりました。 

 乾議員。 

○９番（乾 健郎） ということは、26年度工事がようけできる。内示がようけ

おりてきたもんで、ようけその分ができるという感じでいいんですか。 

○議長（北岡 泰）  答弁、上下水道課長。 

○上下水道課長（菅野 亮） はい、おっしゃることでよろしいかと思います。
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よろしくお願いいたします。 

○議長（北岡 泰）  よろしいでしょうか。 

 他に質疑される方は、ございませんか。 

           （「な    し」と呼ぶ声あり） 

○議長（北岡 泰） 質疑される方がないようですので、これで議案第43号の質

疑を終わります。 

 以上で、一括上程した各議案の質疑を終わります。 

 

 

 

   ◎全議案の討論 

 

○議長（北岡 泰） これから討論を行います。 

 討論は一括上程した全議案を対象に行います。 

 一部の議案についてのみ討論される方は、議案名を明確にしたうえで、討論

されるようお願いします。 

 討論される方は、ございませんか。 

 田邊ひとみ議員。 

○７番（田邊ひとみ） ただいま一括上程されました議案のうち、議案第42号 

平成26年度明和町斎宮跡保存事業特別会計補正予算（第１号）について、反対

の立場で討論いたします。 

 ただいま説明もありましたように、体験学習施設管理運営業務の項目で消費

税増税分の債務負担行為で、消費税増税分10％を見越しての限度額の変更とい

う項目がございます。私は以前より消費税増税自体に対して反対の意を示して

おりますけれども、すでに増税された３％に対しての追加分に関しましては、

今後の施設の運営維持等において必要であるので仕方ないと考えております。 

 しかし、消費税が10％に増税されるということに関しては、まだ何も確定し
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ておりません。確定をしていない増税を見越しての変更を行うことに対して、

正当な根拠があるとは到底考えられませんので、よって、本議案に反対をいた

します。 

○議長（北岡 泰） 他に討論される方は、ございませんか。 

          （「な    し」と呼ぶ声あり） 

○議長（北岡 泰） 討論される方がないようですので、これで討論を終わりま

す。 

 

 

   ◎議案第41号の採決 

 

○議長（北岡 泰） これから一括上程した各議案の採決を行います。 

 まず、議案第41号 平成26年度明和町一般会計補正予算（第１号）を採決し

ます。 

 議案第41号は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

           （ 全 員 起 立 ）                                

○議長（北岡 泰） ありがとうございます。 

 起立全員です。 

 したがって、議案第41号は、原案のとおり可決されました。 

 

 

   ◎議案第42号の採決 

 

○議長（北岡 泰） 続きまして、議案第42号 平成26年度明和町斎宮跡保存事

業特別会計補正予算（第１号）を採決します。 

 議案第42号は、原案とおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

           （ 多 数 起 立 ）                                
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○議長（北岡 泰） ありがとうございます。 

 起立多数です。 

 したがって、議案第42号は、原案のとおり可決されました。 

 

 

   ◎議案第43号の採決 

 

○議長（北岡 泰） 続きまして、議案第43号 平成26年度明和町公共下水道事

業特別会計補正予算（第１号）を採決します。 

 議案第43号は、原案とおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

           （ 全 員 起 立 ）                                

○議長（北岡 泰） ありがとうございます。 

 起立全員です。 

 したがって、議案第43号は、原案のとおり可決されました。 

 以上で、一括上程した各議案の採決を終わります。 

 

 

   ◎承認第２号の上程～採決 

 

○議長（北岡 泰） 日程第３ 承認第２号 専決処分した事件の承認について、

平成25年度明和町一般会計補正予算（第７号）を議題とします。 

 議案を朗読させます。 

           （ 職 員 朗 読 ）                                

○議長（北岡 泰） 議案の朗読が終わりましたので、提案理由の説明を求めま

す。 

 町長。 

○町長（中井 幸充） ただいま上程されました､ 承認第２号 専決処分した事
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件の承認について、平成25年度明和町一般会計補正予算（第７号）について、

その提案理由の説明を申し上げます。 

 本件は、去る平成26年第１回定例会でお認めをいただきました、平成25年度

一般会計補正予算（第６号）の繰越明許費のうち、農林水産業費について減額

する必要が生じたため、繰越明許費の減額補正にかかる専決処分をさせていた

だいたものでございます。 

 詳細につきましては、担当課長が説明いたしますので、よろしくご審議のう

え、お認めいただきますよう、お願い申し上げます。 

○議長（北岡 泰）  提案理由の説明が終わりましたので、詳細説明を求めます。 

 農水商工課長。 

○農水商工課長（堀 真） 失礼いたします。 

 第１表 繰越明許費補正の欄をご参照していただきたいと思います。 

 変更といたしまして款農林水産業費、水産業費、水産供給基盤機能保全事業、

補正前の金額8,600万1,000円を50万円減額させていただきまして、8,550万

1,000円とさせていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（北岡 泰）  詳細説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

 質疑される方は、ございませんか。 

           （「な    し」と呼ぶ声あり） 

○議長（北岡 泰）  質疑される方がないようですので、これで承認第２号の質

疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論される方は、ございませんか。 

           （「な    し」と呼ぶ声あり） 

○議長（北岡 泰）  討論される方がないようですので、これで討論を終わりま

す。 

 これから、承認第２号 専決処分した事件の承認について、平成25年度明和

町一般会計補正予算（第７号）の採決を行います。 
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 承認第２号は、原案のとおり承認することに賛成の方は、起立願います。 

           （ 全 員 起 立 ）                                

○議長（北岡 泰） ありがとうございます。 

 起立全員です。 

 したがって、承認第２号は、原案のとおり承認されました。 

 

 

   ◎報告第８号の上程～採決 

 

○議長（北岡 泰） 日程第４ 報告第８号 平成25年度水産物供給基盤機能保

全事業繰越明許費計算書を議題とします。 

 議案を朗読させます。 

           （ 職 員 朗 読 ）                                

○議長（北岡 泰） 朗読が終わりましたので、報告を求めます。 

 農水商工課長。 

○農水商工課長（堀 真） 失礼いたします。 

 本日、議案書として追加分させていただいた分の最終ページのほう、ご参照

していただきたいと思います。 

 報告第８号 平成25年度水産物供給基盤機能保全事業繰越明許費計算書につ

いて、ご報告させていただきます。 

 この水産物供給基盤機能保全事業は、平成25年度より下御糸漁港の東護岸の

修繕を実施させていただいく工事で、12月議会で補正をお願いし、３月10日の

議会において契約の承認を得た事業でございます。そして、ただいま承認をお

願いをさせていただきまして、繰り越しをお認めいただいた件でございます。 

 それでは、詳細についてご説明申し上げます。 

 まず、歳出といたしまして、13節委託料 1,700万1,000円のうち、全額の

1,700万1,000円を繰り越しさせていただきました。 
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 次に、15節工事請負費6,850万円のうち、全額を繰り越しをさせていただい

ております。合わせて8,550万1,000円を繰り越しさせていただいております。 

  歳入といたしまして県支出金4,275 万円、町債3,840万円、繰越金435 万

1,000円、歳入合計8,550万1,000円でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（北岡 泰） 報告が終わりました。 

 この件は、報告事項でありますが、特に質疑される方がありましたら、お受

けしたいと思います。 

 質疑される方は、ございませんか。 

           （「な  し」と呼ぶ声あり） 

○議長（北岡 泰） 質疑される方がないようですので、これで報告第８号を終

わります。 

 

 

  ◎委員会の閉会中の所管事務調査の件 

 

○議長（北岡 泰）  日程第５ 委員会の閉会中の所管事務調査の件を議題とし

ます。 

 議会運営委員会委員長から、会議規則第75条の規定によって、お手元に配布

いたしました所管事務の調査事項について、閉会中の継続審査の申し出があり

ました。 

 お諮りします。 

 委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに、ご異議ござ

いませんか。 

           （「異議なし」と呼ぶ声あり） 

○議長（北岡 泰）  ご異議なしと認めます。 

  したがって、委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに

決定いたしました。 
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  ◎閉会の宣告 

 

○議長（北岡 泰） これをもちまして、本日の日程は、すべて終了いたしまし

た。 

 会議を閉じます。 

 これにて、平成26年第２回明和町議会定例会を閉会します。 

 ご協力、誠にありがとうございました。 

 町長、ご挨拶をお願いします。 

○町長（中井 幸充） 第２回の定例会の終了にあたりまして、一言お礼を申し

上げたいと思います。 

 ６月の10日から４日にわたりましての第２回の定例議会でございましたが、

６月ということで案件少なかったわけでありますが、これらも補正等も含めま

して、これからの事業執行にあたってまいりたいと、そのように思います。 

 なお、今回、専決処分に関しまして事務的なミスで大変議員の皆様にご迷惑

をおかけをいたしました。改めてお詫びを申し上げ、今後、ミスのないように

我々事務局も含めまして、万全の体制をとってまいりたいと思いますので、ど

うぞよろしくお願いを申し上げたいと思います。 

 二点だけですね、本日、早朝より北山結子さんの不明事件の情報提供ビラを

斎宮、明星駅でチラシを配らさせていただき、情報の提供を呼びかけました。

夕方はイオン明和店で情報提供の呼びかけを行います。もしお時間ありました

ら、お出かけいただいて、一緒に行動をとっていただけたらと、そのように思

うところであります。 

 また、先般、伊勢湾西南海岸の完成式を下御糸小学校で執り行いました。そ

のときに展示をされておりましたパネル、工事の期間中の色々なパネルでござ

いますが、それを中央公民館の正面玄関のところに展示を20日までしておりま
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すので、もし、またこれにつきましてもお時間ありましたら、どうぞご覧にな

っていただきたいと思います。 

 改めて、色々な面でご足労いただきました。お礼を申し上げ、感謝を申し上

げたいと思います。ありがとうございました。 

○議長（北岡 泰） ご苦労様でした。 

                         （午前 ９時  55分） 
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